
府中市東京オリンピック・パラリンピック
競技大会等関連事業推進アクションプラン

Road to 2019-2020
～レガシーの創出に向けて～

≪概要版≫
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ラグビーワールドカップ2019及び
東京2020オリンピック・パラリンピックに向けた
本市の取組について

取組の基本的な考え方
ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、
スポーツタウン府中の更なる推進を図るとともに、本市の魅力を世界に発信します。

さらに、未来を担う子どもたちに夢と希望を与え、都市としてのにぎわいと活力を生み出し、
本市が持続的に発展することを目指し、市民との協働により全市を挙げて、両大会の成功に
向けた取組を推進します。

取組の方向性
• 大会気運の醸成

• キャンプ地の誘致

• ボランティアの育成支援

• スポーツ・文化の発展

• 魅力発信
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大会気運の醸成

 オリンピック・パラリンピック教育の推進
 大会の気運を高めるイベント・スポーツ大会等の実施
 大会関連ブースや啓発物品等による大会PR活動の実施
 東京都や組織委員会、近隣自治体等と連携した取組の実施
 市職員を対象とした大会気運の醸成
 聖火リレーの誘致
 東京2020オリンピック自転車競技ロードレースに係る取組の実施

本宿小とクンターブンド小の交流 一中とオリンピアンの交流

八小の車いすバスケ試合観戦 住吉小の白杖・ガイドヘルプ体験

府中駅伝 元気フォーラム

福祉まつり 市民桜まつり

よさこいin府中

オリパラ開催500日前イベント

オリンピック・パラリンピック教育を通じ、子どもたち
の「ボランティアマインド」「障害者理解」「スポーツ志
向」「豊かな国際感覚」等の資質が育まれ、学校も教育
活動に有益なノウハウ・人的ネットワークを築くことが
できた。

オリンピック等をテーマとしたイベントの開催や従来のイベントとのコラボレーショ
ン、オリンピアン等を招聘したイベントや講演会の開催により、大会に向けた気運の
醸成を進めつつ、健康づくりやスポーツへの関心の増大、スポーツ実施意欲の向上
を図ることができた。
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図書館での特集展示 マルシェでのPRブース けやき並木の
PRバナー

府中駅ペデストリアンデッキの
PRのぼり旗

ラッピングバスの運行 マスコット像の
各文化センター
巡回展示

環境まつりでの
No Limits Challenge

市民桜まつりでのフラッグツアー

府中市2020等実行委員会
の設立

市町村
ボッチャ
大会

TAMAサイクルフェスティバル

市職員に向け、東京2020大会に向け
た取組に関する研修や性的マイノリティ
及びパートナーシップ宣誓制度に関す
る研修を実施し、大会に向けた気運醸
成や性の多様性を含めた人権意識の高
揚を図った。

桜まつり市民パレードでのPR
カウントダウンパネル
の設置（京王線府中駅）

府中・調布・三鷹
ラグビーフェスティバル

施設・イベント内でのPRブース設置や啓発物品の作製、PR装飾の展開により、大会気運の醸成を図った。
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東京都や組織委員会、近隣市、市内団体等、様々な主体との連携・協働により取組を進めた結
果、連携体制の強化や市民協働の推進を図ることができた。また、ラグビーやパラスポーツ、
ロードレースなど、市として新たな取組を開始することができた。

みんなのメダル
プロジェクト



オリンピック聖火リレー
点火セレモニー（東京競馬場）

大野均さんから
市内第1聖火ランナーへ

パラリンピック聖火リレー
点火セレモニー（都立砧公園）

パラリンピック聖火リレー採火式
（武蔵府中熊野神社古墳公園）

聖火ビジット
（武蔵府中熊野神社古墳公園）

市民桜まつりでの
聖火リレートーチ展示

パラリンピック
聖火リレー
福祉施設での採火

サイクリングフェスティバル 沿道清掃活動（テストイベント） 盛り上げイベント（テストイベント） テストイベント

ロードレース
モニュメント設置

中学生デザインの横断幕を掲出
（桜通り）

文化センターでの
応援の寄せ書き

本大会（けやき並木） 本大会（大國魂神社） 本大会（是政橋）

自転車競技ロードレースの市内通過決定後、大会の盛り上げ
や選手等へのおもてなしに係る取組を市民・市内団体等との
協働で実施した。大会では、本市のシンボルであるけやき並
木や大國魂神社を選手が通過する様子が世界に発信され、
本市をPRする絶好の機会となった。
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聖火リレー誘致活動の結果、オリンピック・パラリンピックともに聖火リレー通過自治体として選定された。新型コロナウイルス感染症
の影響に伴い、公道走行は中止となったが、オリンピック聖火リレーでは東京競馬場での点火セレモニーがライブ中継された。また、
パラリンピック聖火リレーの採火には多くの市民にかかわってもらい、その後行った聖火ビジットにも、多くの市民が来場した。



キャンプ地の誘致

 国内外に向けたキャンプ地の誘致活動の実施
 キャンプの受入れに必要な施設の整備
 市内の関係団体やトップチーム、宿泊事業者等との連携
 キャンプ地決定後の取組

桜まつり市民パレードでの
キャンプ誘致PR

RWC2019公認チームキャンプ
フランス代表視察

野球オーストラリア代表
事前キャンプに係る視察

野球オーストラリア代表
事前キャンプに係る覚書締結

卓球オーストリア代表
事前キャンプに係る覚書締結

ラグビーのまち府中
推進委員会設立

東芝ブレイブルーパス、サントリー
サンゴリアス及び府中市、調布市、

三鷹市との連携協定締結
府中朝日フットボールパークの整備

卓球台等の購入

府中朝日フットボールパーク
（トレーニング棟）の整備

キャンプ受入れに向け、府中朝日フットボールパークの芝生改良、セキュリティフェン
ス設置、トレーニング棟等施設整備を進めたほか、各キャンプで必要な競技用備品等
を準備し、良好な練習環境を提供した。

※野球オーストラリア代表は、オリンピック直前に新型コロナウイルス感染症の影響を理由にオリンピック予選への出場を辞退したため、キャンプ中止。また、覚書締結には至らなかった
が、パラリンピック直前に予定されていた車いすバスケットボールオーストラリア代表のキャンプも、新型コロナウイルス感染症の影響によるスケジュール変更等により中止となった。

キャンプ地誘致活動の結果、RWC2019では、イングランド・フランス・南アフリカ代表の公認チームキャンプ地に、東京2020大会では野
球オーストラリア代表、卓球オーストリア代表、ラグビー日本代表の事前キャンプ地に決定した。
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市内競技関連団体や宿泊事業者等と連携し、受入
れに向けた準備・推進体制の強化が図られた。



キャンプ実施国の文化等を紹介するイベント開催により、大会に向けた気運醸成やおもてなし体制の構築を推進したほか、キャンプ実施中
には市民との交流機会を創出した。

RWC2019

7人制ラグビー日本代表

キャンプ地利用キックオフイベント JOC認定競技別強化センター認定式 給食交流会

合同練習会

オンライン交流

東京2020オリンピック直前合宿

イングランド＆フランス ラグビーフェスティバル

イングランド代表キャンプ フランス代表キャンプ イングランド代表交流 フランス代表交流

東京2020オリンピック直前合宿
（公開練習）
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野球オーストラリア代表

卓球オーストリア代表

車いすバスケットボール
オーストラリア代表

共通の取組

練習（2018年キャンプ） 学校訪問（2018年キャンプ） 学校訪問（2018年キャンプ）

公開練習試合
（2019年キャンプ）

野球クリニック
（2019年キャンプ）

レセプション
（2019年キャンプ）

公開練習試合
（2018年キャンプ）

児童との交流会
（2018年キャンプ）

ボールふれあいフェスタへの参加
（2018年キャンプ）

公開練習試合
（2019年キャンプ）

公開練習試合（2019年キャンプ）

児童との交流会
（2019年キャンプ）

歓迎セレモニー 練習 練習

日本文化鑑賞

日本文化体験

夏祭り体験

応援寄せ書き 応援動画の制作
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ボランティアの育成支援

 市民のボランティアへの参加の促進
 市民のボランティアに関する啓発講座等の開催
 大会期間中に必要とされるボランティアの育成支援

おもてなしフォーラム キャンプ中交流での活動 キャンプ中交流での活動 キャンプ中交流での活動

イベントでのPR活動コースサポーターの活動

各ボランティアの育成を目的に研修や講座を開催した結果、ボランティアとしてのスキルアップが図られたほか、大会に向けた気運やおも
てなし意識の醸成、おもてなし体制の構築が進んだ。

観光ボランティアの会による
ボランティア講座

コミスポボランティア
研修会

チームfuchuボランティア育成講座
チームfuchuボランティア育成講座
（オンライン）

RWC2019及び東京2020大会に係るおもてなしやボランティアをテーマとした講演会を開催し、市民のボランティア意識が向上した。
両大会に向けた新たなボランティア（チームfuchuボランティアバンク、ロードレースコースサポーター）を募集し、市民のボランティア参加
を促進するとともに、様々な事業でのボランティア活動機会を提供することで、市民がボランティアとして活躍した。
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スポーツ・文化の発展

 スポーツを「する」「観る」「支える」「育てる」環境の充実
 障害者スポーツの振興
 府中市における文化プログラムの発信

ボッチャ出前教室 ボッチャ大会

市民芸術文化祭での五輪音頭の披露 博物館での
展示会

図書館での特集展示 美術館での企画展

平和のつどい

スポーツイベントや教室の開催を通じ、スポーツ参加のきっかけづくりを進めたほ
か、トップチームとの連携により競技観戦機会の充実を図った。また、地域スポー
ツを支える存在であるボランティアの育成や活動機会の拡大を進めた。

育てるスポーツ

府中駅伝 桜まつりでの三菱電機Going Up

スポーツ機会拡大事業

障害者軽スポーツ大会での
ボッチャ体験

するスポーツ 観るスポーツ

府中ダービープレシーズンマッチ

けやき並木でのPV

ボッチャ体験での指導
（オリパラ開催500日前イベント）

ボッチャ研修会

ボッチャ研修会

ボッチャ等障害者スポーツの体験会や出前教室の
開催を通じ、障害の有無を問わず誰もが一緒にス
ポーツを楽しむことができる環境づくりを進めた。

従来のイベントと連携した文化プログラムの実施に
より、本市の文化を市内外へ発信できた。また、オ
リンピックの開催を契機として平和意識の醸成を
図ることができた。
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支えるスポーツ



魅力発信

 観光資源の発信
 国内外の来訪者の受入れに伴う環境の整備
 ホストタウン交流事業の推進
 府中駅北口改札前情報発信施設における魅力発信

外国人観光客向け府中市PR動画の
掲出

観光マップの多言語化

市内観光ミニツアー動画制作

飲食店メニューの
多言語化

臨時観光案内ブース

ラグビーのまち府中
モニュメント

ラグビーのまち府中 ちゅうバスラッピング

ラグビーのまち府中デー

RUG-CHU
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新たなSNSアカウントの開設やPR動画の制作などにより情報発信を強化しつつ、臨時観光案内ブースの設置などにより外国人観光客の受
入れ体制の整備を進めたほか、「ラグビーのまち府中」として新たなプロモーション活動を開始したことで、市内外への魅力発信が強化され、
ひいては本市への愛着を醸成する機会となった。

多言語観光ガイドブック
の作製

海外向け観光情報ホームページ
「Fuchu Official Visitor Guide」

フェイスブックアカウント
「The Mystery City, Fuchu」



多磨駅の改良整備

自転車走行空間の整備 Wifiの整備 石積みの改良公共サインの多言語化

RWC2019及び東京2020大会の競技会場周辺エリアの環境整備について、電線類の地中化、環境対策型舗装事業、自転車走行空間の整
備、駅前案内板及び公共サインの多言語化、無料公衆無線LANの整備、けやき並木通り石積みの改良、バリアフリー化を進め、観戦客及び周
辺住民の利便性及び安全性向上が図られた。また、多磨駅の自由通路及び橋上駅舎化によっても、地域住民等の利便性が格段に向上した。

榊原 魁・爽兄妹オンライン
トークショー

京王線府中駅北口改札前にオープンした情報発
信拠点施設「183 FUCHU FAN ZONE」にて、
市民や市外から来訪した方々へ、RWC2019及
び東京2020大会に係る市の取組や観光情報な
ど、市の情報発信を行うことができた。

「ノーサイド・ゲーム」
出演者トークショー

「東京2020大会」
オンライントークショー

オープン記念イベント ラグビーのＰＲ展示

ホストタウン相手国の
学校給食

ホストタウンフェスティバル

オーストラリア
青少年派遣事業

Australian Olympic 
Connect ともだちプログラム

オーストリア・オーストラリアのホストタウンとして、両国文化を紹介する
イベントや交流会の開催により、市民の両国への愛着を育むきっかけや
国際交流機会を創出することができた。

在日オーストラリア大使館
による小学校授業

ウィーン音楽のコンサート ホストタウン展＠183

オーストラリア・ロビーナ
高校との交流

榊原兄妹
オンライントークョー 12



様々な分野で市の魅力に更に磨きをかけ、多くの方々の府中への愛着を深めることができた。
今後も、各取組を継承し、大会後の府中のまちづくりに活かしていく。 13

RWC2019、東京2020大会をきっかけに生まれた
取組の成果

新たな観光施策の展開
人権意識の高揚

にぎわいの創出 国際交流機会の拡大

障害者スポーツの振興

良好なスポーツ環境の整備

従来事業の新たな展開、新規事業の開始

ボランティア機会の拡大

ボランティア気運の高揚

おもてなし意識の醸成

健康づくり・スポーツへの関心増大

スポーツ実施意欲の向上

大会気運の醸成

トップスポーツへの親近感醸成

新たな層での文化・芸術への関心の創出

新たな視点からの平和啓発

外国人向け情報発信の強化外国人観光客受入れ体制の整備

魅力的で安全・快適なまちづくり

キャンプ地誘致の成功



令和4年度以降の事業展開
（主な継続事業、新規・レベルアップ予定事業）

事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

オリンピック・
パラリンピック教育

オリンピック・パラリンピック教育で発展させてきた活動と、
ESD、ふるさと学習の取組を関連付け、各学校の特色としてこ
れからも継続させる教育活動を設定し、取り組む

新規・レベルアップ 指導室

スポーツイベント・大会
ボールふれあいフェスタの継続実施及び発展（実施場所変更等）、
府中駅伝競走大会の市街地開催の継続

継続 スポーツタウン推進課

競技紹介イベント

市ゆかりのアスリートと連携した競技紹介の継続、みんなのス
ポーツdayでのパラスポーツ体験コーナーの設置

継続 スポーツタウン推進課

パラリンピック競技体験会の実施 新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

交通安全啓発
自転車利用者に向けた交通安全啓発の実施、ルールの順守及び
マナー向上の推進

継続 地域安全対策課

モニュメント・銘板 モニュメントや銘板の維持管理 継続 スポーツタウン推進課

近隣自治体連携
ラグビーを通じた調布市・三鷹市との3市連携の継続 新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

ボッチャを通じた多摩地域市町村の連携の継続 継続 スポーツタウン推進課

みんなのメダルプロジェ
クト

小型家電回収の継続的な取組の実施、回収増加による知的障害
のある方の雇用創出及びスペシャルオリンピックスへの寄付

継続 資源循環推進課

ロードレース けやき並木を中心とした複合型サイクリングイベントの開催 新規・レベルアップ 観光プロモーション課

大会気運の醸成 ※R4年度担当課は、新課名で記載
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※R4年度担当課は、新課名で記載

ボランティアの育成支援

事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

チームfuchuボランティア
チームfuchuボランティアバンクの運営及びボランティア育成
講座の開催

新規・レベルアップ 協働共創推進課

事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

スポーツ参加機会拡大 子育て世代を対象としたイベント等の実施 新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

トップチーム連携
けやき並木等を活用したトップチーム関連のパブリックビュー
イングの実施、トップチームと連携したイベント等の実施

新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

障害者スポーツ 障害者スポーツ体験機会・イベントの継続実施 継続 スポーツタウン推進課

平和啓発 平和啓発事業の推進 継続 多様性社会推進課

スポーツ・文化の発展

事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

キャンプ

オーストリア及びオーストラリア各代表チームのキャンプ受入
れに向けた交流の継続

継続 スポーツタウン推進課

ラグビー日本代表のキャンプ受入れ 新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

施設整備 各代表チームのキャンプ受入れを想定した環境整備の継続 継続 スポーツタウン推進課

キャンプ受入れに係る連携
キャンプ受入れに係る関係者（団体）・事業者との協力体制の
継続

継続 スポーツタウン推進課

キャンプ地の誘致
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事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

観光マップ 多言語観光マップの配布・更新 継続 観光プロモーション課

観光プロモーション 外国人観光客向けPR動画の放映 継続 観光プロモーション課

観光ルート 外国人向け府中市体験プログラムの販売体制の構築 継続 観光プロモーション課

平和島競走事業
多言語パンフレットの配布、在日・訪日中国人観戦ツアー等の実
施

継続 事業部庶務課

ラグビーのまち府中
ラグビーのまち府中推進委員会を中心としたラグビーに係る取
組の実施

新規・レベルアップ スポーツタウン推進課

トップチーム連携／にぎ
わいの創出

トップチーム等関連試合のパブリックビューイング開催にあわせ
たにぎわいイベントの実施

新規・レベルアップ 産業振興課

特産品 府中の特産品の市内外への発信の検討 継続
産業振興課、観光プロモー
ション課

電線類地中化事業 電線類地中化事業実施路線の計画的な整備 継続 道路課

環境対策型舗装事業 環境対策型舗装事業の市内他路線への採用の検討 継続 道路課

自転車走行空間 自転車走行空間の整備の継続 継続 地域安全対策課

駅前案内板
多言語に対応した駅前案内板の整備、多言語案内ツールの維持
管理の継続

継続
秘書広報課、観光プロモー
ション課

魅力発信 ※R4年度担当課は、新課名で記載
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事業内容
継続／

新規・レベルアップ
R4年度担当課

公共サイン
市内全域でのユニバーサルデザインに対応した公共サインの整
備に向けた整備計画の作成、対象エリアの配置計画の作成

新規・レベルアップ 計画課

Wifi アクセスポイントの運用・管理 継続 情報戦略課

バリアフリー化
市内の視覚障害者誘導用ブロック規格外設置路線の改良整備
の推進

継続 道路課

多磨駅
多磨駅の自由通路に係る維持管理、多磨駅西側駅前広場の整備
の推進

継続 道路課

都市間交流
友好都市提携30周年記念写真展・ワークショップの開催、市長・
市議会議員・市民訪問団によるヘルナルス区訪問

新規・レベルアップ 多様性社会推進課

ホストタウン交流 ホストタウン相手国の文化理解促進・交流事業の実施 新規・レベルアップ 多様性社会推進課

情報発信拠点
183 FUCHU FAN ZONEでの魅力・情報発信イベントの実施、
施設内展示等の維持管理

継続 観光プロモーション課

※R4年度担当課は、新課名で記載
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現在策定中の第7次府中市総合計画のもと、
未来を拓くレガシーとして、今後も各取組を展開


